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議第95号

京都市立学校保育料，入園料及び入学料徴収条例の一部を改正す

る条例の制定について

　京都市立学校保育料，入園料及び入学料徴収条例の一部を改正する条例を

次のように制定する。

平成26年２月14日提出

京 都 市 長 門 川 大 作

京都市立学校保育料，入園料及び入学料徴収条例の一部を改正す

る条例

　京都市立学校保育料，入園料及び入学料徴収条例の一部を次のように改正

する。

　題名を次のように改める。

　　　京都市立学校保育料等徴収条例

　第１条第２項を次のように改める。

２　高等学校の授業料及び入学料の額は，別表のとおりとする。

　第２条第１項本文中「保育料は，」を「保育料にあっては」に改め，「各

月」の右に「，授業料にあっては別表に掲げる授業料の額を12で除して得た

金額を各月」を加え，同条第２項を同条第４項とし，同条第１項の次に次の

２項を加える。

２　前項本文の規定にかかわらず，高等学校等就学支援金の支給に関する法

律（以下「法」という。）第４条に規定する認定を申請している者（以下

「申請者」という。）及び当該認定を受けている者（法第９条の規定によ

り高等学校等就学支援金の支払を一時差し止められている者を除く。）に

ついては，市長が定める日までの間，市長が定める額の授業料の徴収を猶

予する。
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３　申請者のうち，法第４条の規定による申請を取り下げたもの又は同条に

規定する認定を受けることのできなかったものについては，前項の規定に

より徴収を猶予していた授業料を市長が定める日までに納入しなければな

らない。

　第３条及び第４条を次のように改める。

（中途入園者等に係る保育料）

第３条　月の中途において入園し，退園し，転園し，休園し，又は復園した

者は，当該月に係る保育料を納入しなければならない。

２　月の全期間を休園した者については，当該月に係る保育料は，徴収しな

い。

（中途入学者等に係る授業料）

第４条　月の中途において入学し，若しくは復学し，又は月の全期間を休学

した者については，当該月に係る授業料は，徴収しない。

２　月の中途において退学し，転学し，又は休学した者は，当該月に係る授

業料を納入しなければならない。

　第６条の見出し中「保育料」を「保育料等」に改め，同条に次の１項を加

える。

２　校長は，授業料を滞納した者に対し，出席の停止又は退学を命じること

ができる。

　第７条中「保育料」の右に「，授業料」を加える。

　附則の次に次の別表を加える。

別表（第１条及び第２条関係）

区　　　　　　　分 授業料（年額） 入　　学　　料

全 日 制
円

118,800　
円

5,650　

定 時 制
全 単 位 15,000　

980　
１単位につき 900　
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附 則

（施行期日）

１　この条例は，平成26年４月１日から施行する。

（経過措置）

２　この条例の施行の日前に高等学校に入学した者に係る授業料は，徴収し

ない。

提案理由

　公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等就学支援金の支給に関

する法律の一部改正に伴い，京都市立高等学校の授業料を徴収することとす

る必要があるので提案する。


